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第１　破産手続開始に至った事情
１　盛岡市に本社を置く破産者（以下「破産会社」という。）は１９９４年に
設立され，一時期は県内有数の規模を誇った遊技場（パチンコホール）の運
営事業者である。
　破産申立時点では，県沿岸部にてユニオン宮古，ユニオン磯鶏，ユニオン
山田の３店舗の遊技場だけでなく，北上市内にて公衆浴場まーす北上を運営
していた。
２　かつては上記３店舗以外にも県内で温浴施設や大型店含む複数の遊技場
を展開するなどグループ規模を拡大させた。
　その一方で，多角経営やグループ規模の拡大を通じて運営資金が増加した
ことによる金融機関からの借入の増加を招く事態となった。
　遊技場においては熱心な客による底堅い支持があり，まーす北上は地域の
にぎわいの拠点としての存在感を示し愛好する多数の地域住民が存在する
などの事情はあったものの，東日本大震災にて沿岸店舗が被災したこと，コ
ロナ禍における緊急事態宣言に伴い営業を自粛したこと，沿岸店舗における
集客力の低下などの複数の要因が重なり，２０２３年９月期には売上高は最
盛期の約１０分の１に相当する約２５億円にまで落ち込むなど，近時は大幅
な債務超過に陥った。
　特にコロナ禍においては遊技場の集客が大幅に減少し，経営上の大きな痛
手となった。

３　事業承継などの手法による事業存続を模索したものの奏功せず，資金繰り
が行き詰ったことから２０２４年１０月２８日に本破産申立に至った。
　１００名を超える従業員は同日全員解雇された。
第２　負債の状況（破産申立時点において把握していた債務額であり未確定。）
　　負債合計：約３６億３２００万円
　（内訳）

　１　公租公課：約３３６０万円（消費税，社会保険料，固定資産税，労
働債権など。）

　２　労働債権：約９５９０万円
　３　その他：約３５億２５０万円
第３　破産財団の経過及び現状
１　頭書破産事件について，破産財団の現況は，財産目録及び収支計算書のと
おりである。次回第２回債権者集会までに換価できない財産については財団
から放棄する予定である。
２　以下，破産者名義の不動産及び遊技台について特に述べる。
（1） 不動産
　ア　借地上の破産者名義建物　
（ア）まーす北上（担保物件。）
購入希望者が現れている。地権者及び担保権者の承諾を得たうえで売却
の可否を判断する。
（イ）ユニオン山田，ユニオン宮古（いずれも担保物件。）
現時点で購入希望者がおらず，引き続き探索する。ただし，引き続き難
航が予想される。
　なお，ユニオン磯鶏は土地・建物ともに賃借物件であり，オーナーへ
の明渡が予定されている。
　　イ　盛岡市本宮所在の破産者名義土地（賃貸中。ただし担保物件であり賃料
は差押済み。）
　　　　購入希望者が現れている。担保権者の承諾を得たうえで売却の可否を判
断する。
ウ　その他の自己所有不動産（ほとんどが担保物件。）
　　　現時点では購入希望者がおらず，引き続き探索する。ただし，引き続き
難航が予想される。
（2） 遊技台
ユニオン３店舗に残置されたパチンコ・パチスロ設置台，パチンコ・パ
チスロ倉庫在庫については金２５００万円で売却し引渡し済みである。
第４　労働者健康安全機構に関する未払賃金立替制度利用手続（計１０８名分）
　　　破産手続開始決定以降，未払給与額の計算，元従業員１０８名に対する確
　　認・問合せ対応，同機構への事前照会・事前審査などを含む業務を行ってい
る。
２０２５年２月２５日時点で内９９名分については同機構に請求書を発送
　　済みである。
　２０２５年１月３１日時点で内３８名については立替払いが実施されてい
る。

第５　一般社団法人貯玉補償基金による補償
破産会社が経営していたユニオン３店舗において，顧客が獲得したパチンコ
　・パチスロの玉及びメダルを店舗に預けるシステムに基づく顧客の玉及びメダ
　ル(以下総称し「貯玉」という。)については，破産会社が破産したことにより
　被る顧客の損害を，一般社団法人貯玉補償基金にて貯玉補償事業等利用に関す
　る規約及び同基金の理事会の決議に基づき補償してもらうべく，２０２４年１
１月２８日付で同基金と覚書を交わした。
　　今後，各顧客に対しては同基金の受託事業者より補償の連絡がなされる予定である。
第６　配当の見込み

　一般破産債権よりも優先的に支払うことになる①公租公課や労働債権，借
地に関する地代相当額などの財団債権及び②優先的破産債権に相当する労働
債権が相当額に及ぶことが予想されるところ，これらを上回る額の破産財団
を形成することは困難な状況である。よって，現時点では，一般破産債権
者に対する配当の見込みはない。
第７　今後の方針
　　　引続き換価に努めるとともに，財団債権の支払いを実施する。
　以上

　　　　　　　　　　　　　　
添　付　資　料

　　　１．　財産目録　

　　　２．　収支計算書

　　　３．　預金通帳の写し
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